
新型コロナ感染について

・最近の感染状況

・ワクチンの効果

・新しいワクチンと治療薬

・今後の医療体制の方向
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県南地域各市町村の今年の感染状況
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県南地域内の感染者数は
白河＞西郷＞矢吹＞棚倉 の順



ワクチン接種により 発症予防効果はあるようだ
ただ、時間経過と共に、その効果は低下する



新型コロナワクチンの有効性について 1

長崎大学が行った
今年1～3月までの調査



新型コロナワクチンの有効性について ２

ワクチンを接種した方が発症しない



新型コロナワクチンの有効性について ３



新型コロナワクチンの有効性について ４



オミクロン変異株(BA.5)におけるワクチン効果の減弱



国産ワクチンの開発状況

組み替えタンパクワクチンとして
ブースター用としても治験を行う

ブースター用ワクチンとして
開発を進めてる

開発は早かったが、
期待した効果が得られず
再チャレンジ

不活化ワクチン として
順調に治験が進んでいる
9月には申請へ



新型コロナの治療薬

塩野義の「ゾコーバ」は薬事申請中だが、
まだ認可はおりず
⇒ 症状効果に乏しい？



今後の新型コロナ医療の方向性について

国・県が考えている
今後の医療体制

・外来診療体制の再構築
⇒検査・診療・治療の一体化

・インフルエンザと同様に
軽い患者は外来で治療

・重症例は入院へ

・コロナ専用病床を減らし、
一般診療の充実を

・将来的には、どの病院でも
入院治療を行える



・外来診療体制の再構築 ⇒ 検査・診療・治療の一体化

・インフルエンザと同様に、軽い患者は外来で治療 ⇒ 重症例は入院へ

・コロナ専用病床を減らし、一般診療体制の充実を

・将来的には、インフルエンザのように どの病院でも入院治療を行える

国・県が考えている今後の医療体制

今冬は、
インフルエンザ流行も想定

コロナ と インフルエンザ
両疾患を
診療できる対応が必要コロナとインフルエンザ

症状だけでの区別は困難



今後の新型コロナ医療の方向性について
今冬は、

インフルエンザ流行も想定

コロナ
と

インフルエンザ
両疾患を

診療できる対応が必要

コロナ
と
インフルエンザ
症状だけでの区別は困難


